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私は、本学の共通教育において前期に「西洋史:近代ナ
ショナリズムの誕生」、後期に「西洋史:現代ナショナ リ
ズムの展開」を受け持 っています。今日は西洋の古い歴
史の視点から「大学における教養とはなにか?」につい
て少々述べさせていただきたいと思います。歴史の観点
から教養の意味について知ると、本学の共通教育に対 し
て学生の皆さんが抱くイメージがだいぶ変わるのでは
ないかと思っています。それを期待 してこの文章を書 く
ことにします。
すでに私の授業で耳にした学生さんもいらっしゃる
と思いますが、古代ギリシャでは「教養」(パイデイアー)
とは、良き人間性の追求のために得ていく知識と考え ら
れていました。人間が「徳」を追求するために身につける
べき要素のようなものといえるで しょう。ですから、こ
れは特定の時期に集中 して身につくものではなく、人生
をかけて学び習得するものと考えられていたといえま
す。今でいうところの生涯教育で しょうか。なによりも、
ギ リシャでは教養 を身につけるのは何故かといえば、
(当時の政治状況を反映 していますが)「完全な市民にな
るため」「自由人になるため」に必要なこととして理解さ
れていました。ソクラテス、プラ トン、イソクラテスなど
の当時の有名な哲学者や教育者たちは、ギ リシャ市民は
「私人と しては専門知識を、公人としては教養をもたね
ばな らない」と説いていたのです。
この言葉を聞いた学生の皆さんはなにか逆のように
思われるかも しれません。というのも、社会に出て働 く
ためには専門知識が必要と思うでしょうし、私的にはい
ろいろ教養があったほうがいいと思われるに違いあ り
ません。しか し、そのように思ってしまうのはす ぐれて
現代に特有の感 じ方であるといわざるをえないのです。
13世紀頃からヨーロッパで大学が形成されていきま
す。ヨーロッパの古い大学は、イタリアのボローニャ大
学、フランスのパ リ大学、イギリスのオックスフォー ド
大学やケインブ リッジ大学です。当時の大学は、「神学
部」「法学部」「医学部」の三つが専門科 目を学ぶ場で し
た。そ うした専門教育 に入る前に自由七科といわれる、
現在の大学の一般教養に近い科目を「哲学部」で学ぶの
が慣例でした。いわゆる「教養科目」が現れはじめるので
すが、今と違 うのは、この自由七科を学ぶのに当時の学
生は少なくとも5年以上かけていたということです。つ
ま り、そう簡単に専門課程に進めないのです。まずは公
人としての人間性を磨け、ということなので しょう。と
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ても難しいことですよね。
15-16世紀の初期近代にルネサンスという、古代ギ
リシャやローマの文化価値を見直 しそれを復活させよ
うとする動きがヨーロッパで盛り上がります。そのとき
「徳」をめざす「教養」の問題がふたたび着目されますが、
ここでも面白い出来事があ ります。ハンガリーのルネサ
ンスを取り上げましょう。当時、ヨーロ ッパはオスマン
=トルコ帝国というアジアの巨大帝国の影におびえて
いました。東ヨーロッパの多くの地域がオスマン朝の占
領下 に入 りました。八ンガリーという国も国土が三つに
分割されて しまいます。このときルネサンス期の人々
は、八ンガリーのこの辛い状況は、公人として徳のある
君主や政治家が少なかったために引き起 こされて し
まった悲劇であると解釈 し、占領下であ りながら徳の教
育、教養教育の必要性を主張 します。専門的知識をもっ
て しても真の意味で占領状態から脱 し得ないと感 じた
人々は教養教育にたどりつくわけです。
一見なんの役に立つかわからないけども、実はもっと
も役 に立つのが教養ということかもしれません。残念な
がら、日本だけでな く今 日の世界のあらゆる国や地域
で、目に見えて社会にす ぐに役に立つもの しか評価され
ないような風潮が強 くなっています。こういう時代には
文学や哲学や歴史や芸術は役に立たないとまで言われ
ることがあ ります。しか し、教養の重要性は危機の時代
になって初めて気付かされるのかもしれません。歴史が
そ う教えてくれています。
私が学生時代を振 り返ってひとつ思いだすのは、大学
というより、高校のときの教養教育です。戦前から教養
としての ドイツ語教育があったようで、私が高校生で
あ った1980年代後半にも、全校合唱の際、ドイツ語で
ベー トーベンの第九を歌った り、よくわかりも しないの
にカン トやヘーゲルの哲学 について語りあうという習
慣がありました。ドイツ語を少 し知っていて第九がなん
となく歌えても「大学受験になんの役にも立たないU
と思ったこともあ りましたが、今ではとても感謝 してい
ます。
いずれにせよ、大学の教養教育は、学部の専門研究に
入る前に必ず通 らねばな らないもので、(陳腐な言い方
ですが)いつか必ず役に立つものです。大学という場を
離れても生涯を通 じて学んでいかねばな らないものか
もしれません。学生の皆さんには、福井大学の共通教育
をそのように理解してもらえると嬉 しいです。
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